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★
両
親
へ

　毎
日
農
作
業
お
疲
れ
さ
ま
で
す
。

　い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
。

★
智
美
さ
ん
へ

　い
つ
も
私
た
ち
を
助
け
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
。
孫
と
一
緒
に
い
つ
も
元
気
を

く
れ
て
い
ま
す
。 水

稲 

13
ア
ー
ル

牧
草 

50
ア
ー
ル

栽
培
面
積

5
頭

繁
殖
和
牛

広島支所
　廿日市出張所
北広島支所

082-261-1112
0829-32-5121
0826-72-3107

名　　称 電話番号

東広島支所
　安芸津出張所
　江田島連絡所
世羅支所
福山支所
三次支所

082-434-4337
0846-45-5327
0823-45-2019
0847-22-0317
084-970-1620
0824-66-3111

名　　称 電話番号NOSAI広島への
お問い合わせ・ご連絡先

●
毎
週
水
曜
日
発
行

　年
間
購
読
料 

4
6
8
0
円

お
申
し
込
み
は
N
O
S
A
I
広
島
へ

中
国
版・広
島
版
に

身
近
な
人
が
載
っ
て

い
る
か
も
！

中
国
版・広
島
版
に

身
近
な
人
が
載
っ
て

い
る
か
も
！

山
県
郡
北
広
島
町
芸
北 

共
済
委
員

折
口 

智
美
さ
ん
（
47
）

お
り
ぐ
ち

と
も

み

《
ご
両
親
》

折
口 

定
智
さ
ん（
72
）

　
　 朝
子
さ
ん（
72
）

お
り
ぐ
ち

さ
だ
と
も

あ
さ
こ

（
中
央
上
）三
原
市
久
井
町
の
奥
村
あ
お
い
ち
ゃ
ん（
１
）は
、ペ
ッ
ト
の
ヤ
ギ
、

モ
コ
と
い
つ
も
仲
良
し
。家
族
は
和
牛
約
４
３
０
頭
を
飼
養
す
る

牧
場
を
営
ん
で
い
ま
す
。母
な
つ
み
さ
ん
は「
動
物
や
自
然
と
触
れ

合
い
な
が
ら
、元
気
で
優
し
い
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
」と
話
し
て
い

ま
す
。

（
中
央
下
）三
次
市
三
和
町
で「
い
ず
み
農
園
」を
営
む
和
泉
敬
介
さ
ん（
34
）。

家
族
４
人
と
ハ
ウ
ス
34
棟
で
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、葉
物
野
菜
な
ど
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。管
理
を
徹
底
し
、市
場
の
状
況
を
見
な
が
ら

品
種
な
ど
も
臨
機
応
変
に
対
応
。「
自
分
の
育
て
た
野
菜
を
選
ん

で
く
れ
る
の
は
う
れ
し
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。表
紙
写
真
は
、農

機
具
を
使
用
し
て
種
ま
き
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

特
集

第
3
回
通
常
総
代
会

ひろしま
のうさい

安心と信
頼を届けるコミュニケーション紙

表
紙
写
真
紹
介

表
紙
写
真
紹
介

「
農
家
に
学
び
、
農
家
へ
返
す
」

を
基
本
と
す
る
農
業
共
済
新
聞
。

営
農
と
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を

お
届
け
し
ま
す
。

共
済
掛
金
等
の
納
入
は

ご
利
用
く
だ
さ
い

口
座
振
替
を

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
事
業
を
適
正
に
運
営
す

る
た
め
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
、
共
済

掛
金
等
を
口
座
振
替
で
納
入
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
口
座
振
替
が
で
き
る
金
融
機
関
は
、

Ｊ
Ａ
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
県
内
に
本
店

を
置
く
銀
行
な
ど
で
す
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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広
島
県
農
業
共
済
組
合
（
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
）
の
第
３
回
通
常
総

代
会
を
、
６
月
８
日
に
広
島
市
南

区
の
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21
広

島
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
代
総
数
１
５
０
人
の
う
ち

1
4
6
人
（
本
人
出
席
70
人
、

書
面
出
席
76
人
）
の
出
席
を
い

た
だ
き
、
今
年
度
の
事
業
計
画

や
業
務
収
支
予
算
等
に
つ
い
て

12
議
案
が
慎
重
に
審
議
さ
れ
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
度
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

制
度
の
さ
ら
な
る
普
及
拡
大
を

図
り
、
農
家
・
地
域
を
支
援
す

る
取
り
組
み
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
広
島
県
農
林
水
産
局
長
、
農
林
水

産
省
中
国
四
国
農
政
局
地
方
参
事
官

（
広
島
支
局
長
）
か
ら
、
祝
辞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

03 02

全
12
議
案
を

可
決
承
認

祝
辞
を
い
た
だ
い
た

来
賓

組
合
長
あ
い
さ
つ

議長を務められた
名越 峯壽 総代

（庄原市東城町）

渡邉 昭二 組合長理事

広島県農林水産局

上仲 孝昌 局長

農林水産省 中国四国農政局
広島支局長

加藤 隆弘 地方参事官

総
代
会
と
は

組
合
員
の
代
表
で
あ
る
総
代
が
、
事
業

計
画
や
予
算
な
ど
の
組
合
運
営
の
意
思

決
定
を
す
る
機
関
で
す
。
通
常
総
代
会

は
事
業
年
度
ご
と
に
１
回
、
組
合
の
理

事
が
招
集
し
ま
す
。

　
総
代
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
組
合
員

の
皆
さ
ま
に
は
、
平
素
か
ら
組
合
の
運

営
に
格
別
の
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
政
府
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
承
認
案
と
関

連
法
案
の
通
常
国
会
で
の
成
立
を
断

念
し
た
も
の
の
、
臨
時
国
会
で
成
立

を
図
る
方
針
で
あ
り
、
国
内
農
業
へ

の
対
策
と
し
て
昨
年
11
月
に
閣
議
決

定
し
た
「
総
合
的
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
政

策
大
綱
」
に
基
づ
き
、
「
農
政
新
時

代
」
を
掲
げ
て
農
業
の
成
長
産
業
化

に
向
け
た
取
り
組
み
強
化
を
打
出
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
農
林
水
産
省
は
、
農
業
経
営
全
体
の

収
入
に
着
目
し
た
収
入
保
険
制
度
の
導

入
に
向
け
、
検
討
調
査
事
業
を
実
施

し
、
同
制
度
の
法
制
化
と
併
せ
て
、
Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も

検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
早
け
れ

ば
平
成
29
年
の
法
制
化
を
目
指
す
収
入

保
険
制
度
を
我
々
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体
が

担
え
る
よ
う
、
適
正
な
業
務
運
営
の
も

と
役
職
員
が
一
丸
と
な
り
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
農
家
の
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ
、

信
頼
さ
れ
る
組
合
を
目
指
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体
で
は
、
昨
年
度
か

ら
３
年
間
、
「
信
頼
の
き
ず
な
」
未
来

に
つ
な
げ
る
運
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
本
県
で
は
、
２
年
次
の
目
標
と
し

て
、
総
共
済
金
額
１
兆
４
０
７
９
億
円

を
掲
げ
、
農
家
経
営
と
地
域
を
支
え
る

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ど
う
か
、
組
合
の
運
営
に
一
層
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね

て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

農
家
と
地
域
を
支
え
る

役
割
を
果
た
す

提
出
さ
れ
た
議
案

平
成
27
年
度
事
業
報
告
書
、
財

産
目
録
、
貸
借
対
照
表
、
損
益

計
算
書
及
び
剰
余
金
処
分
案
並

び
に
不
足
金
処
理
案
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
事
業
計
画
設
定
に

つ
い
て

平
成
28
年
度
事
務
費
賦
課
額
及

び
賦
課
方
法
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
役
員
報
酬
、
顧
問

料
、
損
害
評
価
会
委
員
、
損
害

評
価
会
支
所
委
員
、
家
畜
診
療

所
運
営
委
員
、
損
害
評
価
員
及

び
共
済
委
員
等
の
手
当
支
給
額

に
つ
い
て

平
成
28
年
度
無
事
戻
金
の
支
払

い
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
農
作
物
共
済
特
別

積
立
金
の
取
崩
し
額
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
家
畜
共
済
特
別
積

立
金
の
取
崩
し
額
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
に
お
け
る
借
入
金

の
最
高
限
度
額
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
余
裕
金
預
入
先
決

定
に
つ
い
て

損
害
評
価
会
委
員
及
び
損
害
評

価
会
支
所
委
員
の
退
任
及
び
補

充
選
任
に
つ
い
て

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

◎
総
代
選
挙
投
票
所
の
変
更
等
に
伴

い
一
部
を
変
更
す
る
。

共
済
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

◎
建
物
総
合
共
済
に
収
容
農
産
物
補

償
特
約
の
新
設
等
に
伴
い
一
部
を
変

更
す
る
。

第
2
号
議
案

第
3
号
議
案

第
4
号
議
案

第
5
号
議
案

第
１
号
議
案

第
6
号
議
案

第
7
号
議
案

第
8
号
議
案

第
9
号
議
案

第
10
号
議
案

第
11
号
議
案

第
12
号
議
案

2016  第8号

特 集
第3回
通常総代会開催
第3回
通常総代会開催
農家・組合員のより身近な存在に農家・組合員のより身近な存在に



平
成
27
年
度

事
業
報
告

　
平
成
28
年
度
は
、
農
業
経
営
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

を
す
べ
て
の
農
家
に
広
げ
る
た
め
、
さ
ら
な
る
フ
ィ
ー

ル
ド
活
動
に
努
め
、
提
案
型
推
進
を
中
心
と
し
た
制
度

の
普
及
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
損
害
発
生
時
に
は
、
被
害
状
況
を
早
期
・
的

確
に
把
握
し
、
適
正
な
損
害
評
価
と
迅
速
な
共
済
金
の

支
払
に
努
め
ま
す
。

　
収
入
で
最
も
大
き
い
の
が
、

事
務
費
国
庫
補
助
金
を
主
と

す
る
国
な
ど
か
ら
の
補
助
金

で
す
。
次
が
事
業
か
ら
受
け

入
れ
る
金
額
で
、
組
合
の
事

業
運
営
基
盤
を
強
化
す
る
た

め
の
重
要
な
収
入
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
支
出
で
は
、
人
件
費
・
旅
費

の
次
に
事
務
所
等
の
維
持
費
用

が
大
き
く
、
こ
こ
に
は
光
熱
水

費
、
事
務
機
器
・
公
用
車
リ
ー

ス
料
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。
ま

た
、
損
害
防
止
事
業
に
要
す
る

費
用
に
は
、
獣
害
等
対
策
費
の

一
部
助
成
や
家
畜
共
済
の
疾
病

予
防
事
業
費
な
ど
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

05 04

平成28年度
業務収支予算

総
額
19
億
1
3
4
0
万
円

　
　
農
作
物
共
済
（
水
稲
）

●
高
齢
化
等
に
よ
る
離
農
や
生
産

数
量
配
分
の
減
少
で
、
引
受
戸
数

は
減
少
し
た
も
の
の
、
法
人
や
大

型
農
家
へ
の
農
地
集
積
が
図
ら
れ

た
た
め
、
引
受
面
積
は
前
年
並
み

と
な
り
ま
し
た
。

●
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
に
よ
る
食
害

お
よ
び
踏
み
倒
し
等
が
県
内
全
域

に
発
生
し
、
一
部
地
域
で
は
、
天

候
不
良
等
で
病
害
等
が
発
生
し
ま

し
た
。

　
　
農
作
物
共
済
（
麦
）

●
経
営
所
得
安
定
対
策
が
見
直
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
新
規
作
付
や

規
模
を
拡
大
す
る
農
家
・
法
人
等

が
増
え
た
た
め
、
引
受
戸
数
・
面

積
が
増
加
し
ま
し
た
。

●
土
壌
湿
潤
に
よ
る
発
芽
不
良
、

生
育
不
良
が
発
生
し
、
一
部
耕
地

で
獣
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
　
家
畜
共
済

●
個
体
の
評
価
額
が
上
が
っ
た
た

め
、
共
済
金
額
が
増
加
と
な
り
ま

し
た
。

平成28年度
事業計画

人件費・旅費
事務費
業務費
事業推進や広報活動の費用
事務所等の維持費用
損害評価に要する費用
損害防止事業に要する費用
税金などの諸税負担
各種引当金繰入
その他
　　　　　　  合　　　計

139,921
4,617

10,342
9,517

10,975
2,717
4,793
2,028

1
6,429

191,340

業務支出
前年度からの繰越金

国などからの補助金

組合員から納められる賦課金

損害防止事業で農家から受入れる金額

預金の利息

事業から受入れる金額

各種引当金戻入

事務機器運用等のための積立からの戻入

その他

　　　　　　  合　　　計

399

91,733

7,772

1,131

6,965

70,334

7,909

1,557

3,540

191,340

業務収入
［単位：万円］［単位：万円］

予算額予算額

平成27年度　事業実績表

2016  第8号

12,811
24

22,595
29,104
2,694

198
1,444

45,495
3,461

万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円

1,576,919
619

545,013

125,832
4,047

202,022
136,091,966

1,937,649

万円
万円

万円

万円
万円
万円
万円
万円

ha
ha
頭
件
ha
ha
棟
棟
台

23,784
234

75,134

406
272

4,269
119,109
10,378

ha
ha

頭

ha
ha
棟
棟
台

37,376
88

799

932
124

1,215
74,168
4,962

戸
戸

戸

戸
戸
戸
戸
戸

農作物（水稲）
農 作 物（ 麦 ）

家 畜

果 樹
畑作物（大豆）
園 芸 施 設
建 物
農 機 具

共済金
（お支払いした共済金）

共済金額
（組合が補償する額） 被害数量

支　払　実　績引　受　実　績

引受数量引受戸数
共済種類《 引受規模と共済金額 》

引受目標総共済金額 １兆4,079億円

面　　積
共済金額

頭　　数
共済金額

面　　積
共済金額

面　　積
共済金額

棟　　数
共済金額

棟　　数
共済金額

台　　数
共済金額

2,368,520ａ
147億732万円農 作 物 共 済

74,477頭
54億9,678万円家 畜 共 済

42,446ａ
13億6,844万円果 樹 共 済

28,483ａ
4,468万円畑 作 物 共 済

4,496棟
20億8,602万円園芸施設共済

119,670棟
１兆3,647億円建 物 共 済

10,596台
195億3,723万円農 機 具 共 済

●
死
廃
事
故
・
病
傷
事
故
と
も
に

事
故
件
数
は
前
年
度
よ
り
減
少

し
、
死
廃
共
済
金
は
前
年
度
に
比

べ
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
果
樹
共
済

●
高
齢
化
等
に
よ
る
栽
培
規
模
の

縮
小
や
離
農
等
で
引
受
戸
数
・
面

積
と
も
に
減
少
し
ま
し
た
。

●
イ
ノ
シ
シ
等
に
よ
る
食
害
や
凍

霜
害
に
よ
る
着
花
不
良
、
台
風
15

号
の
強
風
に
よ
る
落
果
・
傷
果
の

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
　
畑
作
物
共
済
（
大
豆
）

●
他
作
物
へ
の
作
付
転
換
等
に
よ

り
引
受
戸
数
・
面
積
は
減
少
し
ま

し
た
が
、
法
人
等
の
作
付
面
積
は

増
加
し
ま
し
た
。

●
土
壌
湿
潤
に
よ
る
発
芽
不
良
、

生
育
不
良
が
発
生
し
、
中
山
間
部

を
中
心
に
獣
害
が
発
生
し
ま
し

た
。

　
　
園
芸
施
設
共
済

●
施
設
の
耐
用
年
数
見
直
し
に
伴

い
、
共
済
金
額
が
増
加
し
ま
し

た
。

●
台
風
11
号
、
15
号
の
接
近
に
伴

う
強
風
に
よ
り
本
体
、
被
覆
材
が

損
傷
し
、
平
成
28
年
１
月
の
大
雪

に
よ
り
本
体
が
倒
壊
、
被
覆
材
が

損
傷
し
ま
し
た
。
ま
た
、
施
設
内

農
作
物
の
ト
マ
ト
に
青
枯
病
、
疫

病
、
う
ど
ん
こ
病
の
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。

　
　
建
物
共
済

●
不
在
住
宅
の
増
加
等
で
引
受
棟

数
・
共
済
金
額
と
も
に
減
少
し
ま

し
た
。

●
火
災
事
故
等
お
よ
び
自
然
災
害

（
風
水
害
・
台
風
・
積
雪
）
に
よ

る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
　
農
機
具
共
済

●
離
農
等
に
よ
り
引
受
台
数
は
減

少
し
ま
し
た
が
、
大
型
農
機
具
の

加
入
が
あ
っ
た
た
め
、
共
済
金
額

は
増
加
し
ま
し
た
。

●
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ
イ
ン
、

田
植
機
の
主
要
３
機
種
が
事
故
台

数
の
86
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
事

故
の
形
態
と
し
て
は
、
接
触
・
墜

落
・
転
覆
等
に
よ
る
稼
働
中
の
事

故
が
発
生
し
ま
し
た
。

引
受
・
支
払
実
績
の
概
要
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N
O
S
A
I
事
業
の
お
知
ら
せ

お
問
い
合
わ
せ
・
ご
連
絡
先
は

最
終
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

農
機
具
共
済

盗
難
に
備
え
て

　
全
国
的
に
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農
機
具

の
盗
難
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
野
外
に
置

い
て
い
る
機
械
だ
け
で
な
く
、
納
屋
、
倉

庫
等
に
施
錠
し
て
保
管
し
て
い
る
農
機
具

を
大
型
車
両
に
積
み
込
み
、
持
ち
去
っ
た

事
例
も
あ
り
ま
す
。

　
大
切
な
農
機
具
が
盗
難
に
遭
わ
な
い
よ

う
、
定
期
的
に
保
管
状
態
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
N
O
S
A
I
の
農
機
具
共
済
は

盗
難
に
よ
る
損
害
も
補
償
し
ま
す
。

　
共
済
事
故
が
発
生
し
た
と
き
は
、
速
や

か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
事
故
発
生
後
11

日
以
上
通
知
が
遅
れ
る
と
損
害
の
額
が
減

額
さ
れ
ま
す
。

水
稲
共
済
掛
金
等
は

期
限
内
に
納
入
く
だ
さ
い

農
作
物
共
済

　
ご
提
出
い
た
だ
い
た
水
稲
共
済
細
目
書

異
動
申
告
票
に
基
づ
き
、
水
稲
共
済
掛
金

等
を
計
算
し
ま
し
た
の
で
、
該
当
農
家
の

皆
さ
ま
へ
「
平
成
28
年
産 

農
作
物
共
済

（
水
稲
）
共
済
掛
金
等
の
納
入
に
つ
い

て
」
お
よ
び
「
引
受
内
容
確
認
書
」
を
お

送
り
し
て
い
ま
す
。
内
容
を
ご
確
認
い
た

だ
き
、
期
限
内
に
共
済
掛
金
等
の
納
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
納
入
期
限
】
平
成
28
年
７
月
31
日

※
振
替
口
座
の
新
た
な
届
出
や
口
座
の
変

更
等
は
各
支
所
等
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

水
稲
共
済
の
補
償
に

つ
い
て

【
対
象
と
な
る
災
害
】

　
自
然
災
害
、
火
災
、
病
虫
害
、
鳥
獣
害

畜
舎
消
毒
を
実
施
し
ま
す

家
畜
共
済

　
家
畜
共
済
に
ご
加
入
の
組
合
員
の
皆
さ

ま
を
対
象
に
、
疾
病
予
防
を
目
的
と
し
て

畜
舎
消
毒
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
使
用
す
る
消
毒
薬
】

　
残
留
農
薬
に
関
す
る
制
度
を
遵
守
し

た
、
休
薬
期
間
の
な
い
殺
虫
剤
等
を
使
用

し
ま
す
。

【
実
施
期
間
】

　
ハ
エ
等
の
害
虫
が
繁
殖
し
や
す
い
時
期

（
７
月
〜
10
月
）
と
し
て
い
ま
す
。

【
農
家
負
担
に
つ
い
て
】

　
右
下
表
の
と
お
り
負
担
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
実
施
さ
れ
る
時
期
、
申
込
み
等
に
つ
き

ま
し
て
は
、
各
支
所
等
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

家
畜
の
異
動
連
絡
は

速
や
か
に

　
家
畜
の
導
入
や
譲
渡
、
子
牛
の
出
生
な

ど
の
異
動
が
生
じ
た
と
き
は
、
速
や
か
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
通
知
が
遅
れ
た
場
合
や
、
通
知
が
な
い
場

合
は
、
共
済
金
を
お
支
払
い
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
へ
異
動
の

あ
っ
た
牛
及
び
死
亡
牛
の
届
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

2016  第8号

【
責
任
期
間
】

　
移
植
期
（
直
播
の
場
合
は
、
発
芽
期
）

か
ら
収
穫
す
る
ま
で
の
期
間

【
被
害
申
告
】

　
共
済
事
故
が
発
生
し
、
選
択
し
た
支
払

開
始
割
合
を
超
え
る
減
収
が
見
込
ま
れ
る

場
合
は
、
必
ず
収
穫
前
に
組
合
へ
被
害
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
収
穫
後
に
被
害
申
告
さ
れ
た
場
合
は
、

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

【
共
済
金
の
支
払
】

　
加
入
方
式
が
一
筆
方
式
７
割
補
償
の
場

合
、
耕
地
ご
と
に
基
準
収
穫
量
の
３
割
を

超
え
る
減
収
が
あ
る
と
き
に
共
済
金
を
お

支
払
い
し
ま
す
。

【
分
割
評
価
】

　
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
侵
入
防
止
柵
の
管

理
や
肥
培
管
理
の
粗
放
ま
た
は
不
行
き

届
き
、
病
害
虫
防
除
の
不
適
切
な
ど
共

済
事
故
以
外
の
原
因
に
よ
る
減
収
量
が

あ
る
場
合
、
そ
れ
ら
の
原
因
に
よ
る
減

収
部
分
は
、
共
済
金
の
支
払
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

・農
作
物
共
済
…
平
成
28
年
10
月
末
日

・果
樹
共
済
…
…
平
成
29
年
１
月
末
日

【
申
請
期
限
】

電
気
柵
の
安
全
な

使
用
に
つ
い
て

損
害
防
止
事
業
助
成
金

申
請
に
つ
い
て

　
対
象
共
済
の
加
入
耕
地
へ
の
獣
害
対
策
と

し
て
、
捕
獲
柵
や
侵
入
防
止
施
設
を
新
た
に

購
入
・
設
置
し
た
場
合
、
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
（
た
だ
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
の

交
付
）
。

【
対
象
者
】
農
作
物
共
済
、
果
樹
共
済
へ
加

入
さ
れ
て
い
る
組
合
員
ま
た
は
組
合
員
で
構

成
さ
れ
た
集
団
等

【
対
象
施
設
】
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
対
策
と
し

て
、
新
規
購
入
設
置
さ
れ
た
次
の
も
の

①
捕
獲
柵
、
箱
わ
な
（
組
合
の
定
め
る
規
格

基
準
を
満
た
す
も
の
）

②
電
気
柵
、
ト
タ
ン
、
金
網
、
ネ
ッ
ト
な
ど

の
侵
入
防
止
施
設
資
材

【
交
付
金
額
】
①
に
つ
い
て
は
資
材
費
の

20
％
以
内
（
3
万
円
が
限
度
）
②
に
つ
い
て
は

2
万
円
以
上
で
購
入
さ
れ
た
資
材
に
対
し
、
資

材
費
の
20
％
以
内
（
3
万
円
が
限
度
。
た
だ

し
、
４
㌶
以
上
の
加
入
者
等
に
対
し
て
は
10
万

円
が
限
度
）

※
申
請
用
紙
は
支
所
等
に
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
使
用
済
み
の
り
網
の
斡

旋
を
し
て
い
ま
す
。
シ
カ
な
ど
の
侵
入
防
止

ネ
ッ
ト
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
最
寄
り

の
N
O
S
A
I
で
ご
購
入
い
た
だ
け
ま
す
。

【
価
格
】
1
枚
6
0
0
円

【
規
格
】
高
さ
1.5
㍍
×
幅
18
㍍
程
度

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　
事
故
防
止
の
た
め
に
適
切
な
措
置
を
講
じ

ま
し
ょ
う
。

①
電
気
柵
を
設
置
し
た
場

所
に
は
、
人
が
見
や
す
い

よ
う
に
必
ず
注
意
表
示
を

し
て
く
だ
さ
い
。

②
電
源
に
は
、
安
全
が
確
認
さ
れ
た
電
気
柵

用
の
電
源
装
置
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

③
30
ボ
ル
ト
以
上
の
電
源
（
家
庭
用
コ
ン
セ

ン
ト
等
）
か
ら
電
気
の
供
給
を
受
け
る
場
合

は
、
必
ず
電
気
柵
用
の
漏
電
遮
断
器
を
設
置

し
て
く
だ
さ
い
。

④
電
気
柵
に
電
気
を
供
給
す
る
電
路
に
は
、

専
用
の
電
源
ス
イ
ッ
チ
を
設
置
し
て
く
だ
さ

い
。

※
雷
が
発
生
し
て
い
る
時
は
、
特
に
危
険
で
す
。

電
気
柵
本
器
や
柵
線
に
近
づ
か
な
い
よ
う
、
地
域

や
家
庭
で
の
呼
び
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

の
り
網
を
斡
旋

し
て
い
ま
す

畜舎消毒1回当たり
消毒液等使用量

組合員等
負担額

50ℓ以内
51ℓ～100ℓ以内
101ℓ～200ℓ以内
201ℓ～300ℓ以内
301ℓ～400ℓ以内
401ℓ～500ℓ以内
501ℓ～600ℓ以内
601ℓ～700ℓ以内
701ℓ～800ℓ以内

500円
1,000円
2,000円
3,000円
4,000円
5,000円
6,000円
7,000円
8,000円

建
物
共
済

＊100ℓ増えるごとに+1,000円の負担となります。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共
済
は
、
現
在
お

住
ま
い
の
家
と
同
程
度
の
家
を
建
て
替
え

る
費
用
（
＝
再
建
築
価
額
）
で
補
償
し
ま

す
。
十
分
な
補
償
を
受
け
る
た
め
、
再
建

築
価
額
い
っ
ぱ
い
の
ご
加
入
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

　
加
入
金
額
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
万
が

一
の
事
故
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

再
建
築
価
額
い
っ
ぱ
い
の

ご
加
入
を

木造住宅物件の再建築価額
再建築価額 ＝ 延坪数 × 55～70万円

支払共済金 ＝ 損害の額 ×

（１坪3.3㎡）

共済金の算定方法
共済金は、「再建築価額」に対する「加入金額」の割合
（加入割合）で算定します。

加入金額が少ないと、十分な補償が受けられません。

加入金額
再建築価額

盗難防止のポイント

◎野外に放置しない
◎キーは付けたままにしない
◎ハンドルにロックをかける
◎強固なチェーンなど盗難
　防止器具を取り付ける
◎格納庫の扉に施錠する
◎格納庫にセンサーライト
　や防犯カメラを設置する
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大
下 

克
史

　
　 

石
橋 

朝
子

　
　 

鈴
木 

直
樹

　
　 

木
下 

啓
三

　
　 

大
田 

哲
夫

　
　 

中
谷 

啓
二

支
所
長

　
　 

前
田 

智
子

■
管
理
課

課
長 

升
田 

雅
弘

　
　 

大
下 

育
栄

■
事
業
課

課
長 

西
川 

正
文

　
　 

元
村 

弘

　
　 

槇
本 

慎
太
郎

　
　 

重
村 

高
徳

　
　 

酒
井 

政
博

　
　 

藤
澤 

宏
行

　
　 

光
永 

真
史

　
　 

井
手 

基
文

■
廿
日
市
出
張
所

【
区
域
】

広
島
市
佐
伯
区
、

大
竹
市
、廿
日
市
市

出
張
所
長

　
　 

宮
本 

隆
生

　
　 

教
蓮 

嘉
昭

　
　 

桝
本 

さ
お
り

　
　 

和
田 

継
信

　
　 

矢
野 

健
太

【
区
域
】

安
芸
高
田
市
、

安
芸
太
田
町
、

北
広
島
町 

広島支所

世羅支所

福山支所三次支所

本　所

家
畜
診
療
所
等

北広島
支所

東広島
支所

支
所
長

　
　 

白
石 

政
美

　
　 （
管
理
課
長
兼
務
）

■
管
理
課

　
　 

重
光 

俊
幸

　
　 

山
﨑 

奈
緒

　
　

■
事
業
課

課
長 

末
田 

紘
二

　
　 

地
京 

弘
敏

　
　 

小
川 

隆
宏

　
　 

石
井 

勇

　
　 

唐
原 

圭
三

　
　 

近
藤 

宏
顕

　
　 

佐
々
木 

隆
彦

　
　 

石
川 

佐
智
子

　
　 

西
村 

崇

　
　 

江
崎 

譲

　
　 

岡
崎 

翔
太

■
安
芸
津
出
張
所

【
区
域
】

竹
原
市
、東
広
島
市
安
芸
津

町
、呉
市
安
浦
町
・
川
尻
町
・

下
蒲
刈
町
・
蒲
刈
町
・
豊
浜

町
・
豊
町
、大
崎
上
島
町

出
張
所
長

　
　 

松
村 

知
彦

　
　 

木
光 

崇
雄

　
　 

加
藤 

広
彰

　
　 

今
岡 

昌
士

　
　 

奥
田 

誠

　
　 

出
来
田 

昭
之

　
　 

東 

美
恵
子

■
江
田
島
連
絡
所

【
区
域
】

江
田
島
市
、呉
市
音
戸
町
・

倉
橋
町

　
　 

久
保 

隆
裕

　
　 

三
王 

健
文

【
区
域
】

三
原
市
、尾
道
市
、

府
中
市
、世
羅
町

支
所
長

　
　 

稲
場 

信
昭

　
　 （
管
理
課
長
兼
務
）

■
管
理
課

　
　 

若
鳥 

圭
介

　
　 

田
中 

克
枝

■
第
１
事
業
課

課
長 

酒
井 

邦
男

　
　 

川
邉 

龍
蔵

　
　 

盛
定 

義
統

　
　 

黒
杭 

洋
造

　
　 

真
田 

朋
典

　
　 

小
川 

尚
哉

　
　 

廣
田 

倫
孝

　
　 

田
中 

千
絵

　
　 

谷
口 

知
明

　
　 

津
田 

浩
周

■
第
２
事
業
課

課
長 

上
中 

敏
和

　
　 

宗
行 

寛
明

　
　 

森
藤 

ひ
と
み

　
　 

竹
本 

真
由
美

　
　 

新
矢 

睦
巳

　
　 

和
田 

勝

　
　 

島
田 

姫
里

　
　 

中
谷 

綾
子

　
　 

片
岡 

高
志

【
区
域
】

福
山
市
、神
石
高
原
町

支
所
長

　
　 

山
田 

正
典

■
管
理
課

課
長 

矢
野 

博
登

　
　 

小
林 

瑞
穂

■
事
業
課

課
長 

金
清 

繁
昭

　
　 

藤
原 

正
勝

　
　 

鹿
田 

順
一
郎

　
　 

江
村 

和
昭

　
　 

尾
越 

徳
昭

　
　 

中
尾 

潤
子

　
　 

角
谷 

修
司

　
　 

矢
吹 

良
枝

　
　 

林
内 

宏
之

　
　 

榊 

花
織

　
　 

横
山 

久
泰

　
　 

中
光 

智
子

【
区
域
】

三
次
市
、庄
原
市

支
所
長

　
　 

三
宅 

達
成

　
　 （
管
理
課
長
兼
務
）

■
管
理
課

　
　 

伊
達 

一
則

　
　 

池
田 

和
夫

　
　 

伊
藤 

順
子

■
第
１
事
業
課

課
長 

高
野 

良
治

　
　 

永
宗 

節
子

　
　 

吉
森 

勝
文

　
　 

田
口 

玲
子

　
　 

冨
原 

直
栄

　
　 

小
松
原 

康
弘

　
　 

近
藤 

真
弓

　
　 

永
谷 

仁
和

　
　 

中
村 

道
明

　
　 

国
実 

哲
弘

　
　 

池
田 

智
也

　
　 

加
藤 

慎
矢

■
第
２
事
業
課

課
長 

清
水 

芳
樹

　
　 

黒
田 

正
彦

　
　 

宍
戸 

弘

　
　 

立
石 

祥
三

　
　 

小
田 

純
之

　
　 

佐
々
木 

一
浩

　
　 

増
田 

真
理
子

　
　 

谷
藤 

左
千
子

　
　 

山
中 

崇

　
　 

前
山 

岳
彦

　
　 

横
川 

勝
俊

　
　 

成
相 

真
宏

　
　 

石
原 

達
也

支
所
長

　
　 

吉
岡 

道
宏

　
　 （
管
理
課
長
兼
務
）

■
管
理
課

　
　 

田
辺 

栄

　
　 

前
山 

有
紀

■
第
１
事
業
課

課
長 

松
浦 

宏
明

　
　 

今
田 

信
男

　
　 

阿
賀 

孝
則

　
　 

立
川 

就
彦

　
　 

近
藤 

真
一

　
　 

山
形 

直
之

　
　 

坂
下 

順
一

　
　 

西
川 

光
昭

■
第
２
事
業
課

課
長 

中
森 

司

　
　 

山
本 

直
子

　
　 

川
上 

雅
則

　
　 

茶
堂 

達

　
　 

谷
川 

秀
樹

　
　 

宇
佐
美 

崇

　
　 

土
井 

雅
史

　
　 

片
山 

元
喜

　
　 

古
川 

敦
士

【
区
域
】

東
広
島
市（
安
芸
津
町

を
除
く
）、呉
市（
安
浦

町
・
川
尻
町
・
下
蒲
刈

町
・
蒲
刈
町
・
豊
浜
町
・

豊
町
・
音
戸
町
・
倉
橋
町

を
除
く
）

09 08

●
廿
日
市
分
室

　
　 

大
下 

克
史（
兼
務
）

　
　 

酒
井 

亮

　
　 

黒
瀬 

智
泰

■
府
中
家
畜
診
療
所

所
長 

市
場 

聖
治

　
　 

伊
集
院 

潔

　
　 

坂
本 

真
由
美

　
　 

金
子 

宗
平

　
　 

堀 

香
織

　
　 

稗
田 

優

　
　 

石
川 

生
夫

●
福
山
分
室

　
　 

竹
内 

泰
造

　
　 

秋
田 

真
司

■
庄
原
家
畜
診
療
所

所
長 

片
山 

征
洋

　
　 

岡
本 

誠

　
　 

原
口 

麻
子

　
　 

上
之
郷 

佑
実

　
　 

平
田 

晴
美

　
　 

伊
藤 

忠
則

■
三
次
家
畜
診
療
所

所
長 
神
岡 
康
博

　
　 

山
形 
光
正

　
　 

酒
田 
実
和

　
　 

河
野 

俊
朗

【
区
域
】

広
島
市（
佐
伯
区
を
除
く
）、

府
中
町
、海
田
町
、熊
野
町
、

坂
町 

職
員
紹
介

　
　 

永
井 

克
典

　
　 

（
事
業
部
長
）

　
　 

西
村 

義
則

　
　 

（
総
務
課
長
）

　
　 

西
川 

光
昭

　
　 

（
任
意
課
長
）

　
　 

木
村 

裕
俊

　
　 

（
任
意
課
）

　
　 

神
崎 

康

　
　 

（
安
芸
津
出
張
所
）

　
　 

秋
田 

真
司

　
　 

（
家
畜
臨
床
研
修
所
長
）

　
　 

河
野 

俊
朗

　
　 

（
庄
原
家
畜
診
療
所
長
）

　
　 

石
川 

生
夫

　
　 

（
庄
原
家
畜
診
療
所
）

　
　 

伊
達 

麻
衣
子

　
　 

（
北
広
島
家
畜
診
療
所
）

　
　 

森
本 

優

　
　 

（
府
中
家
畜
診
療
所

　
　 

　福
山
分
室
）

　
　 

片
山 

孝

　
　 

（
府
中
家
畜
診
療
所
）

　
　 

石
川 

生
夫

　
　 

（
府
中
家
畜
診
療
所
）

　
　 

秋
田 

真
司

　
　 

（
府
中
家
畜
診
療
所

　
　 

　福
山
分
室
）

　
　 

河
野 

俊
朗

　
　 

（
三
次
家
畜
診
療
所
）

　
　 

西
川 

光
昭

　
　 

（
北
広
島
支
所
）

●
退
職
者

●
再
雇
用

2016  第8号

本所
支所
出張所
連絡所
家畜診療所等呉市

下蒲刈町・蒲刈町
豊浜町・豊町

呉市
音戸町・倉橋町

呉市
川尻町・安浦町

東広島市
安芸津町

大崎上島町
尾道市

尾道市

尾道市 福山市

府中市

世羅町

神石高原町

庄原市

三次市

安芸高田市

北広島町

安芸太田町 世羅支所

三次支所

北広島支所
北広島家畜診療所

本所・広島支所

廿日市出張所
北広島家畜診療所
廿日市分室

江田島連絡所

三原市

三原市
東広島市

竹原市

広島市

江田島市

府中町
海田町

熊野町

呉市

坂町

広島市
佐伯区

廿日市市

大竹市

福山支所
府中家畜診療所
福山分室東広島支所

家畜臨床研修所
東広島家畜診療所

三次家畜診療所

安芸津出張所

府中家畜診療所

庄原家畜診療所

■ 広島県農業共済組合　本所・支所等の区域

組合員のみなさま、
よろしくお願いいたします。
組合員のみなさま、
よろしくお願いいたします。

伊
藤 

弥
毅

古
川 

敦
士

津
田 

浩
周

岡
崎 

翔
太

稗
田 

優

上
之
郷 

佑
実

松
谷 

祐
季

（
右
か
ら
）

平
成
28
年
度
の

で
す
！

新
任
職
員

新
任
職
員
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職 員 募 集

採用職種及び人数
一般事務職　2名

応募資格　
平成2年４月２日以降に生まれた者で、４年制大
学卒業若しくは平成29年３月卒業見込みの者

応募方法と受付期限
所定の応募書類を平成28年９月３０日（金）
までに、広島県農業共済組合総務部総務課に
提出してください。なお、提出は郵便書留と
し、封筒の表に「職員採用応募書類」と記入し
てください。また、応募書類は返却いたしませ
ん。応募書類を受付後、受験票を送付します。

農業災害補償法に基づく農業共済事業の
実施に伴う業務

業務内容

勤務場所
広島県内

応募書類
履歴書（写真添付、連絡先明記）、卒業
(見込)証明書、学業成績証明書

応募先・問い合わせ先
〒732-0052
広島市東区光町一丁目２番23号
広島県農業共済組合（ＮＯＳＡＩ広島）
総務部：藤原・伊藤 1082-262-4711

選考方法
①第一次試験／筆記試験（一般教養）
試験日時：平成２8年１０月２２日（土）
　　　　 午前１０時から
試験会場：広島市内
　　　　 （受験票に記載の場所）
②第二次試験／小論文及び面接試験
試験日時、場所は第一次試験合格者に
通知

詳しい事業内容などは、ＮＯＳＡＩ広島の
ホームページをご覧ください。
http://www.nosai-hiroshima.or.jp

　平
成
27
年
度
「
信
頼
の
き
ず
な
」
未

来
に
つ
な
げ
る
運
動
に
お
い
て
、
優
秀

な
成
績
を
挙
げ
ら
れ
た
方
々
に
感
謝
状

並
び
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

  

全
国
農
業
共
済
協
会
長
表
彰

●
建
物
共
済
（
個
人
）
　

　稲
田 

博
之
（
安
佐
北
区
）

　小
田 

敬
三
（
北
広
島
町
）

　池
本 

智
昭
（
東
広
島
市
）

　藤
吉 

國
明
（
府
中
市
）

　伊
藤 

徹
志
（
神
石
高
原
町
）

　溝
辺 

康
太
（
三
次
市
）
　

  

広
島
県
農
業
共
済
組
合
長
表
彰

●
建
物
共
済
（
個
人
）

　関
城 

喩
（
安
佐
南
区
）

　田
中 

貢
（
安
芸
高
田
市
）

　森
岡 

賢
（
呉
市
）

　高
本 

正
琭
（
世
羅
町
）

　平
田 

和
史
（
福
山
市
）

　戸
政 

武
志
（
三
次
市
）

平
成
27
年
度

「
信
頼
の
き
ず
な
」

未
来
に
つ
な
げ
る

運
動
表
彰

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

さ
わ
や
か

ト
マ
ト
サ
ラ
ダ

　ト
マ
ト
は
中
南
米
の
ア
ン
デ
ス
高

地
が
原
産
と
言
わ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
「
ト
マ
ト
が
赤
く
な
る
と
医
者

が
青
く
な
る
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が

あ
る
ほ
ど
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
な

ど
の
栄
養
素
を
ま
ん
べ
ん
な
く
含
み

ま
す
。

　シ
チ
ュ
ー
、
ト
マ
ト
煮
、
パ
ス
タ

の
ソ
ー
ス
、
ピ
ザ
や
冷
奴
の
ト
ッ
ピ

ン
グ
や
ソ
テ
ー
も
美
味
で
す
。

地
域
で
食
育
活
動
を

さ
れ
て
い
る

広
島
市
南
区
在
住

管
理
栄
養
士

田
中 

節
子 

先
生

材料（2人前）

トマト（中）　　　２個
タマネギ　　　　　１／４個
青ジソ　　　　　　２枚
　　塩　　　　　　少々（ひとつまみ）
　　レモン汁　　　大さじ１
　　はちみつ　　　小さじ１
　　ショウガ汁　　小さじ１　

作り方

❶トマトは大きめの角切り、タマネギは薄
切り、青ジソは千切りにする。

❷Ａのドレッシングは良く混ぜる。（塩味は
トマトの大きさで加減する）
❸❶と❷をざっくり混ぜて、冷やしておく。
＊梅雨や厳しい暑さの時期には、夜作って
おき、朝つけ汁ごと召し上がると、一日がさ
わやかに始まります。

ト
マ
ト

A

こ
の
食
材

私
も
作
っ
て
い
ま
す

ト
マ
ト
一
口
メ
モ

　
ト
マ
ト
に
含
ま
れ
る
色
素
成
分

リ
コ
ピ
ン
は
、強
い
抗
酸
化
作
用
が

あ
り
、が
ん
や
動
脈
硬
化
、高
血
圧

な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る

効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
ト
マ
ト
に
含
ま
れ
る
う
ま
み
成

分
の
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
は
、調
味
料
と

し
て
も
良
い
働
き
を
し
ま
す
。

峠
　満
亜
毅
さ
ん
（
39
）

庄
原
市
高
野
町

旬
の
野
菜
で

す
こ
や
か

レ
シ
ピ

「夏だけでなく、秋のトマトもおいしいですよ」とトマトの苗を手に峠さん

た
わ

み
ち
あ

き

　
７
月
下
旬
ご
ろ
か
ら
出
荷
が
始
ま
り
、お
客
さ
ん
か
ら
は
酸

味
と
甘
味
が
ち
ょ
う
ど
い
い
と
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
高
野
町
は
標
高
が
高
く
、冷
涼
な
気
候
で
、ト
マ
ト
の
栽
培

に
適
し
て
い
ま
す
。ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
62
㌃
で
ト
マ
ト
を
栽
培

す
る
ほ
か
、野
菜
な
ど
の
苗
、ダ
イ
コ
ン
、水
稲
を
手
掛
け
て
い

ま
す
。夏
の
ト
マ
ト
は
み
ず
み
ず
し
く
見
た
目
も
き
れ
い
で
す

が
、水
分
を
抑
え
て
作
る
秋
の
ト
マ
ト
は
甘
味
が
深
ま
り
最
高

に
お
い
し
い
で
す
。

　
同
町
の
野
菜
組
合
ト
マ
ト
部
会
で
は
、親
し
み
や
す
い
よ
う

に
生
産
者
の
似
顔
絵
が
描
か
れ
た
箱
に
ト
マ
ト
を
詰
め
て
広

島
の
市
場
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。高
野
産
ト
マ
ト
を
ぜ
ひ
味

わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

広島県農業共済組合では、平成29年度職員採用を
次のとおり予定しています。

今
回
の
食
材



　
「
カ
ブ
を
栽
培
し
て
20
年
。
土
作
り

が
第
一
で
す
」
と
話
す
広
島
市
安
佐
南

区
緑
井
の
中
野
シ
ゲ
ミ
さ
ん
（
77
）

は
、
嫁
い
で
54
年
農
業
に
携
わ
り
、
こ

れ
ま
で
に
イ
チ
ゴ
、
ト
マ
ト
、
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
、
コ
マ
ツ
ナ
な
ど
多
品
目
を
栽

培
。
現
在
は
カ
ブ
の
み
を
栽
培
し
、
ハ

ウ
ス
３
棟
（
約
5
㌃
）
で
早
生
品
種
の

コ
カ
ブ
「
き
ら
り
の
ゆ
め
」
を
年
に
4

〜
5
回
に
分
け
て
栽
培
。
年
間
を
通
し

て
安
定
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
中
野
さ
ん
は
土
壌
セ
ン
チ
ュ
ウ
の
防

除
を
徹
底
し
、
樹
皮
堆
肥
に
複
数
の
肥

料
を
混
ぜ
て
独
自
に
土
を
配
合
。
周
年

　地
元
の
保
育
所
で
看
護
師
と
し
て

保
健
指
導
や
保
育
援
助
の
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
大
切
な

発
達
時
期
な
の
で
、
愛
情
を
持
っ
て

接
す
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
い
つ
も
癒
や

さ
れ
ま
す
ね
。
以
前
は
、
生
命
の
誕

生
に
神
秘
を
感
じ
て
命
に
関
わ
る
仕

事
が
し
た
い
と
思
い
、
看
護
師
を
し

て
い
ま
し
た
。

　家
で
は
祖
父
母
が
毎
日
餅
を
作

り
、
道
の
駅
に
出
し
て
い
ま
す
。
家

の
餅
は
す
ご
く
お
い
し
く
て
、
忙
し

い
時
期
に
は
手
伝
い
も
し
ま
す
。

生
産
す
る
た
め
種

を
ま
く
時
期
を
ず

ら
し
、
発
芽
後
40

〜
50
日
（
冬
場
は

60
日
）
で
収
穫
し

て
い
ま
す
。
収
穫

2
週
間
前
に
活
力

剤
を
一
度
散
布
す

る
こ
と
で
葉
色
が

濃
く
、
甘
味
が
増

し
た
良
品
質
の
コ
カ
ブ
が
で
き
る
と
い

い
ま
す
。

　
消
費
者
か
ら
は
「
き
め
細
か
く
、
甘

味
が
あ
っ
て
お
い
し
い
」
と
好
評
で
、

卸
業
者
の
担
当
は
「
周
年
で
コ
カ
ブ
を

栽
培
す
る
の
は
中
野
さ
ん
だ
け
。
徹
底

管
理
で
品
質
が
一
定
な
の
で
安
心
し
て

仕
入
れ
ら
れ
る
」
と
信
頼
を
寄
せ
て
い

ま
す
。

　
中
野
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
連
作
障
害
な

く
カ
ブ
を
栽
培
。
「
土
作
り
を
し
っ
か

り
し
て
い
る
か
ら
、
20
年
連
作
し
て
も

良
い
カ
ブ
が
栽
培
で
き
ま
す
」
と
笑
顔

で
話
し
て
い
ま
す
。

13 12

地域の話題地域の話題

土
作
り
を
第
一
に

コ
カ
ブ
を
周
年
栽
培

「何を育てるにも土作りが一番。良い物ができ
るのは先代からの土作りのおかげです」とコカ
ブを手に中野さん

広島市

　
道
の
駅
「
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
み
つ
ぎ
」

な
ど
を
運
営
す
る
、
株
式
会
社
み
つ
ぎ

交
流
館
は
、
熟
す
前
の
青
パ
パ
イ
ヤ
の

生
産
で
収
益
を
確
保
し
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
よ
う
と
、
平
成
26
年
末
に

尾
道
熱
帯
植
物
研
究
セ
ン
タ
ー
（
後
藤

公
作
代
表
取
締
役
＝
66
歳
）
を
設
立
。

昨
年
４
月
上
旬
、
生
産
管
理
部
の
内
海

千
晴
さ
ん
（
35
）
を
中
心
に
、
農
地
を

提
供
し
た
農
事
組
合
法
人
の
構
成
員
ら

10
人
ほ
ど
で
、
町
内
や
島
し
ょ
部
の
農

地
約
3.5
㌶
に
苗
を
植
え
付
け
ま
し
た
。

　
熱
帯
地
方
で
育
つ
作
物
の
た
め
、
水

や
り
を
欠
か
さ
ず
、
丁
寧
な
草
刈
り
を

実
施
。
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
９
月
中
旬

に
初
め
て
の
収
穫
を
迎
え
ま
し
た
。

　
収
穫
し
た
実
は
、
道
の
駅
や
県
内
の

ス
ー
パ
ー
で
食
べ
方
を
説
明
し
な
が
ら

販
売
。
さ
ら
に
、
10
月
に
パ
パ
イ
ヤ
を

使
っ
た
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
、
12
月
に
は

料
理
用
の
酢
を
発
売
し
、
現
在
は
新
た

な
加
工
品
の
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
道
の
駅
の
上
原
啓
明
駅
長
（
47
）
は

「
特
に
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
評
判
が
良

く
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
お
客
さ
ま
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま

す
。
パ
パ
イ
ヤ
は
癖
が
な
く
、
コ
リ
コ

リ
と
し
た
食
感
が
特
徴
。
タ
ン
パ
ク
質

や
脂
肪
を
分
解
す
る
「
パ
パ
イ
ン
酵

素
」
が
含
ま
れ
、
加
熱
し
て
も
栄
養
素

が
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
な
い
た
め
、
サ
ラ

ダ
や
炒
め
物
、
煮
物
な
ど
、
ど
ん
な
料

理
に
も
適
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
珍
し
い
作
物

に
地
域
も
注
目
。
地
元
の
小
学
校
や
高

校
が
、
授
業
の
一
環
と
し
て
パ
パ
イ
ヤ

の
栽
培
か
ら
収
穫
ま
で
取
り
組
ん
だ

り
、
町
内
の
飲
食
店
で
使
わ
れ
た
り
し

て
い
ま
す
。

　
内
海
さ
ん
は
「
パ
パ
イ
ヤ
は
虫
が
付

き
に
く
く
、
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
も
な

い
。
畑
の
周
り
に
植
え
た
ら
イ
ノ
シ
シ

よ
け
と
し
て
効
果
が
あ
る
の
で
は
」
と

栽
培
を
通
し
て
新
た
な
可
能
性
を
発
見

し
ま
し
た
。

　
「
パ
パ
イ
ヤ
の
魅
力
を
も
っ
と
発
信

し
て
販
路
を
広
げ
、
町
内
の
耕
作
放
棄

地
で
多
く
の
人
に
栽
培
し
て
も
ら
い
た

い
。
ま
ず
は
栽
培
方
法
を
確
立
し
て
、

着
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
熱

意
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

青
パ
パ
イ
ヤ
を
特
産
に

尾道市

　
江
田
島
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
部
会
で
は
、

会
員
12
人
が
約
50
㌃
の
園
地
で
ラ
ビ
ッ

ト
ア
イ
系
「
ブ
ラ
イ
ト
ウ
ェ
ル
」
な
ど

を
栽
培
し
、
市
内
初
の
生
産
集
団
と
し

て
「
江
田
島
市
が
よ
そ
に
自
慢
で
き
る

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
」
の
生
産
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
講
習
会
や
会
議
を
開
催
し
、
県
内
外

へ
の
農
園
視
察
な
ど
、
会
員
の
栽
培
技

術
の
向
上
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
部
会
長
の
田
盛
道
昭
さ
ん

（
73
）
は
現
在
、
ポ
ッ
ト
（
60
㍑
）
で

の
栽
培
に
挑
戦
中
。
底
に
は
梱
包
に
使

う
緩
衝
材
を
敷
き
、
水
は
け
を
よ
く
す

る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。
「
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
順
調
に
株
数
を
増
や
し
て

い
る
」
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
徐
々
に
生
産
規
模
を
拡
大
し
、
一
昨

年
に
ジ
ャ
ム
へ
の
加
工
用
に
と
地
元
の

女
性
会
と
契
約
し
、
地
元
の
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
販
売
で
き
る
ま
で
に
な
り
ま
し

た
。
昨
年
は
過
去
最
高
の
出
荷
量

4
0
0
㌔
を
超
え
ま
し
た
。
田
盛
部
会

長
は
「
生
産
者
を
も
っ
と
増
や
し
、
安

定
し
た
生
産
力
を
確
保
す
る
こ
と
が
大

切
。
今
ま
で
に
な
い
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を

使
っ
た
加
工
品
を
研
究
し
て
い
る
」
と

意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の

ポ
ッ
ト
栽
培
に
挑
戦

江田島市

入
江 

真
那
美
さ
ん
（
27
）

い
り

え

ま

な

み

神
石
高
原
町

2016  第8号

「完熟した実は甘味と酸味が口いっぱいに広
がります」と田盛部会長

パパイヤの苗を植え付けたほ場で「栽培２年目、みんなで力を合わせ
て頑張ります」と内海さん（右端）とスタッフ

冬季、ハウス内で大きく育ったパパイヤの木と実



15

●
こ
ん
な
に
若
い
人
た
ち
が
農
業

に
興
味
を
持
っ
て
活
動
し
て
い

る
記
事
を
読
ん
で
私
た
ち
の
子

供
た
ち
孫
た
ち
も
頑
張
っ
て
欲

し
い
で
す
。
私
た
ち
も
身
体
を

い
た
わ
り
な
が
ら
、
減
農
薬
の

野
菜
づ
く
り
を
心
掛
け
て
い
き

た
い
と
家
族
に
も
協
力
を
お
願

い
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

広
島
市
　
S
さ
ん
（
63
）

●
白
菜
グ
ラ
タ
ン
早
速
試
し
て
み

ま
す
。
浅
漬
け
と
鍋
ば
か
り
で

し
た
の
で
。
ホ
タ
テ
缶
の
替
わ

り
に
ツ
ナ
缶
が
我
家
ら
し
く
て

い
い
か
も
！

北
広
島
町
　
Y
さ
ん
（
50
）

●
え
が
お
の
写
真
、
ほ
ほ
え
ま

し
く
私
も
思
わ
ず
笑
顔
に
な

り
ま
し
た
。

江
田
島
市
　
K
さ
ん
（
83
）

●
農
業
共
済
新
聞
も
読
ん
で
お

り
ま
す
が
、
若
い
人
が
熱
心

に
農
業
を
さ
れ
て
お
ら
れ
る

こ
と
に
感
心
い
た
し
ま
す
。

三
原
市
　
I
さ
ん
（
94
）

●
ク
イ
ズ
の
応
募
初
め
て
や
っ

て
、
脳
の
衰
え
を
感
じ
ま
し

た
。
お
か
げ
で
本
も
全
部
読
ん

で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
こ
れ

か
ら
も
頑
張
ら
な
く
て
は
と
反

省
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

福
山
市
　
S
さ
ん
（
76
）

ク
イ
ズ
の
応
募
に
合
わ
せ
て
た
く
さ

ん
の
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
中
か
ら
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

おもて うら

７３２－００５２
広
島
市
東
区
光
町

一
丁
目
２
番
23
号

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島

　
　
　
　
ク
イ
ズ
係

・クイズの答え
・郵便番号
・住所
・お名前
・年齢
・電話番号
・広報紙へのご意見・
 ご感想など

応募方法
はがきに答えを書いて送ってください。
●締め切り

平成28年8月26日（金）
（当日の消印有効）
※当選者の発表は、景品の発送をもってかえさせ

ていただきます。
※いただいたご意見・ご感想を紙面で紹介させて

いただく場合があります。
※お送りいただいたはがきの内容は、景品の発送

と紙面作り以外の目的には使用いたしません。

今回のプレゼント

読
者
の
声

52
円

広
告

前回の答え ※ご応募いただいた1010通のはがきの中から厳正な
抽選を行い、30名の方に景品をお届けしました。ハラマキ

　「地域の話題」でご紹介したパ
パイヤを使い、小さく刻んだパパ
イヤの食感が楽しめるドレッシン
グと、飲み物としてもおすすめの
お酢をセットで。タンパク質や脂
肪を分解する「パパイン酵素」が
含まれ、どちらもさまざまな料理
にお使いいただけます。

尾道市　尾道熱帯植物研究センターの

｢パパイヤドレッシング｣と
｢パパイヤ酢｣

正解者の中から抽選で30名様にプレゼント

142016  第8号

①5・7・5の季語を入れて詠む
②「危惧」の読み
③運動のために○○通い
④○○○かな陽気
⑤薄い藍色のこと
⑦クイズで○○○を鍛える
⑧申請を忘れずに！損害○○○事業助成金
（ヒントは６ページ）
⑪過ぎたことは水に○○○
⑫三ツ城○○○は県内最大の前方後円墳
（ヒントは14ページ）
⑭麺も人も○○が大事！
⑮涼しい姿で働くこと。クール○○

①6月は水無月、8月は○○○という
③○○○式草刈機
⑥ハワイと並ぶ南国リゾート地
⑧卵を塩漬けにしたらカラスミになる魚
⑨夏の和菓子。○○餅
⑩農家の皆さまへ身近な話題をお届けする
　○○○○○共済新聞
⑪若者言葉で「今」
⑬相撲で○○を踏む
⑭七○○○八起
⑯酢などの調味料で味を付けた白米
⑰袴に変わって履くようになった洋服

のうさい
タテとヨコのカギをヒントにクロスワードを解いて、二重ワクの文字を組み合わせて答えを探してください。

クロスワードを解いて、
地域の特産品を
ゲットしましょう！

クロスワードを解いて、
地域の特産品を
ゲットしましょう！

タテのカギ ヨコのカギ①

⑧

⑩

⑯

⑤⑥

④③

⑭ ⑮

西条駅

西条IC

375

486

2

195

三ツ城古墳

東広島市立
三ッ城小学校

サタケ生産本部市立西条中

東広島警察署

西条駅

西条酒蔵通り
観光案内所

亀齢酒造
万年亀舎

賀茂鶴酒造

白牡丹酒造

福美人酒造

山陽自動車道

至福山→

JR山陽本線

332

米
粉
で
ヘ
ル
シ
ー
！

米
粉
で
ヘ
ル
シ
ー
！

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の「
ノ
ー
サ
イ
く
ん
」が
、名

所
や
地
域
な
ら
で
は
の
料

理
、学
べ
る
場
を
訪
ね
て
県

内
を
散
策
。

今
回
は
、東
広
島
市
の
西
条

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

県内最大の前方後円墳県内最大の前方後円墳
みみ つつ じょうじょう

三ツ城古墳三ツ城古墳

西條酒と米粉を使った唐揚げ

コメカラ
西　条
東広島市

編

　国史跡に指定される三ツ城古墳は３基の古墳からなる古墳群。丘陵
を利用して造られており、カギ穴の形をした全長約92メートルの第1号
古墳は県内最大の古墳です。墳丘が３段になっており、約1800本もの
復元された埴輪が並んでいます。古墳以外は公園として整備され、憩い
の場として市民に親しまれています。
東広島市西条中央7-24（駐車場あり）

　国史跡に指定される三ツ城古墳は３基の古墳からなる古墳群。丘陵
を利用して造られており、カギ穴の形をした全長約92メートルの第1号
古墳は県内最大の古墳です。墳丘が３段になっており、約1800本もの
復元された埴輪が並んでいます。古墳以外は公園として整備され、憩い
の場として市民に親しまれています。
東広島市西条中央7-24（駐車場あり）
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東広島の特産である
西條酒と米粉を使用し

たご当地グルメ「コメカラ」。東広
島商工会議所が“食によるまちづ
くり”推進の一環として開発。平成
24年12月に商標登録され、西条
駅近辺を中心に30店舗以上で提
供しています。

　西條酒と米粉を使用して
いれば、鶏肉以外の食材で
もコメカラと認定されるの
で、各店舗でアレンジした
多種多様なコメカラを堪能
できます。

店長
武田 崇さん

自慢の一品
あります。
西條酒と一緒に
ご堪能ください

コメカラ定食 734円(税込)
＊定食は金･土･日のみ
その他定食、週替ランチあります

東広島市西条本町11-9田坂ビル1F
TEL 082-490-3824
(営業時間)16：00～24：00

（金･土･日は11：30～14：00ランチあり）
休業／月曜日
アクセス／JR西条駅南口から徒歩2分

ちょい飲み酒場風都

ちょい飲み酒場

ふう  ど
風 都゛

古墳の周囲に展示されている馬型埴輪古墳の周囲に展示されている馬型埴輪

〒７３２-００５２ 広島市東区光町1-15-21
JR広島駅「新幹線口」徒歩5分　私学事業団直営の公共ホテルです

※特典の対象には組合員のご親族も含みます
※割引には一定の条件があります

詳しくはお問い
合わせください tel.082-262-1124

広 島 県 農 業 共 済 組 合  組 合 員 の 皆 様 へ の 特 典

婚礼料理を婚礼料理を 割引いたします割引いたします%%30  5030  50～～

A B C

②
A

⑦
B

⑨

⑬ ⑫⑪
C

⑰
B

西条の魅力を
再発見 酒蔵のまち てくてくガイド

　東広島の魅力を伝えたいと19
年前に発足した東広島ボランティ

アガイドの会。毎月10日に酒蔵通り
を無料ガイドする「酒蔵のまち てくてくガイド」
を行っており、江戸期から昭和初期の風情ある
酒蔵通りをガイドと一緒に散策しながら楽しめ
ます。別日でも、事前予約で個別ガイド（有料）
が可能です。

TEL 082-421-2511
開館／10：00～16：00　休館日／月曜日
＊個別ガイドは、希望日の一週間程前までにご連絡ください。

開催日：毎月10日
受　付：午前10時～11時（随時出発）
         JR西条駅２F 東広島市観光案内所
コース：A・酒蔵通り（約1時間30分）
　　　 B・酒蔵通りと安芸国分寺（約2時間）

ガイドの川﨑辰子さん

お客様に楽しんで
いただけるガイドを
心掛けています

西条酒蔵通り観光案内所

西
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西
条
の
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に
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ち
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う
か
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●問い合わせ先
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★
両
親
へ

　毎
日
農
作
業
お
疲
れ
さ
ま
で
す
。

　い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
。

★
智
美
さ
ん
へ

　い
つ
も
私
た
ち
を
助
け
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
。
孫
と
一
緒
に
い
つ
も
元
気
を

く
れ
て
い
ま
す
。 水

稲 

13
ア
ー
ル

牧
草 

50
ア
ー
ル

栽
培
面
積

5
頭

繁
殖
和
牛

広島支所
　廿日市出張所
北広島支所

082-261-1112
0829-32-5121
0826-72-3107

名　　称 電話番号

東広島支所
　安芸津出張所
　江田島連絡所
世羅支所
福山支所
三次支所

082-434-4337
0846-45-5327
0823-45-2019
0847-22-0317
084-970-1620
0824-66-3111

名　　称 電話番号NOSAI広島への
お問い合わせ・ご連絡先

●
毎
週
水
曜
日
発
行
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間
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中
国
版・広
島
版
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身
近
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載
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山
県
郡
北
広
島
町
芸
北 

共
済
委
員

折
口 

智
美
さ
ん
（
47
）

お
り
ぐ
ち

と
も

み

《
ご
両
親
》

折
口 

定
智
さ
ん（
72
）

　
　 朝
子
さ
ん（
72
）

お
り
ぐ
ち

さ
だ
と
も

あ
さ
こ

（
中
央
上
）三
原
市
久
井
町
の
奥
村
あ
お
い
ち
ゃ
ん（
１
）は
、ペ
ッ
ト
の
ヤ
ギ
、

モ
コ
と
い
つ
も
仲
良
し
。家
族
は
和
牛
約
４
３
０
頭
を
飼
養
す
る

牧
場
を
営
ん
で
い
ま
す
。母
な
つ
み
さ
ん
は「
動
物
や
自
然
と
触
れ

合
い
な
が
ら
、元
気
で
優
し
い
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
」と
話
し
て
い

ま
す
。

（
中
央
下
）三
次
市
三
和
町
で「
い
ず
み
農
園
」を
営
む
和
泉
敬
介
さ
ん（
34
）。

家
族
４
人
と
ハ
ウ
ス
34
棟
で
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、葉
物
野
菜
な
ど
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。管
理
を
徹
底
し
、市
場
の
状
況
を
見
な
が
ら

品
種
な
ど
も
臨
機
応
変
に
対
応
。「
自
分
の
育
て
た
野
菜
を
選
ん

で
く
れ
る
の
は
う
れ
し
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。表
紙
写
真
は
、農

機
具
を
使
用
し
て
種
ま
き
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

特
集

第
3
回
通
常
総
代
会

ひろしま
のうさい

安心と信
頼を届けるコミュニケーション紙

表
紙
写
真
紹
介

表
紙
写
真
紹
介

「
農
家
に
学
び
、
農
家
へ
返
す
」

を
基
本
と
す
る
農
業
共
済
新
聞
。

営
農
と
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を

お
届
け
し
ま
す
。

共
済
掛
金
等
の
納
入
は

ご
利
用
く
だ
さ
い

口
座
振
替
を

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
事
業
を
適
正
に
運
営
す

る
た
め
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
、
共
済

掛
金
等
を
口
座
振
替
で
納
入
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
口
座
振
替
が
で
き
る
金
融
機
関
は
、

Ｊ
Ａ
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
県
内
に
本
店

を
置
く
銀
行
な
ど
で
す
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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